
【参考資料①】

化粧品仕上工程管理作業の概要

技能実習制度：化粧品製造職種



1-1職種の概要

化粧品製造職種（化粧品仕上工程管理作業）の製品は、「香水・オーデコロン」、「頭皮用化粧品」、

「皮膚用化粧品」、「仕上用化粧品」、「特殊用途化粧品」、「医薬部外品」に分類される。



1-2.職種の概要

＊ライン作業工程業務全般が今回の実習内容になります。



1-3.職種の概要



2-1.技能実習計画の審査基準

第1号 第2号 第3号

必
須
業
務

1.仕上工程管理作業
（１）仕上作業
①材料供給作業
②充填作業
③封緘作業
➃包装作業
⑤梱包作業
⑥積載作業

（２）化粧品衛生
①作業者の衛生管理
②化粧品製造作業用の機
器・部品・器工具の洗浄、
消毒による衛生管理
③化粧品製造所内の清掃、
消毒による衛生管理

1.仕上工程管理作業
（１）仕上作業

同左（1号実習）

（２）検査作業
①材料検査作業
②中身検査作業
③レーベル検査作業
➃包装検査作業
⑤梱包検査作業

（３）化粧品衛生
①作業者の衛生管理
②化粧品製造作業用の機器・
部品・器工具の洗浄、消毒
による衛生管理
③化粧品製造所内の清掃、
消毒による衛生管理

1.仕上工程管理作業
（１）仕上作業

同左（1号、２号実習）

（２）検査作業
同左（２号実習）

（３）工程管理作業
①製造準備作業
②材料照合作業
③製造ロット照合作業
➃作業工数管理作業
⑤数量実績管理作業
⑥製造終了作業

（４）化粧品衛生
①作業者の衛生管理
②化粧品製造作業用の機
器・部品・器工具の洗浄、
消毒による衛生管理

③化粧品製造所内の清掃、
消毒による衛生管理



■技能実習１号

①修了時の目標・・・仕上げ作業を作業標準書どおりの手順、スピードで対応できること

②必須業務・・・仕上げ作業の材料供給、充填作業、封緘作業、包装作業、梱包作業、積載作業及び、

化粧品衛生の作業者の衛生管理、化粧品製造作業用の機器・部品・器工具の洗浄、

消毒、化粧品製造内の清掃、消毒による衛生管理

■技能実習2号

①修了時の目標・・・仕上げ作業に加え、品質基準書に基づいた検査作業を通じて、製品の合否判定が

できること。

②追加必須業務・・・検査作業の材料、中身、供給、レーベル、包装、梱包検査作業

■技能実習3号

①修了時の目標・・・仕上げ作業と検査作業に加え、作業標準書、製造記録に基づき製品の製造に関連

する「人、モノ」の工程を管理する作業ができること

②追加必須業務・・・製造準備、材料、製造ロット照合、作業工数管理、数量実績管理、製造終了作業

３-１.等級区分ごとの修得する技能概要



３-2.等級区分ごとの修得する技能概要（技能実習1号）



３-2.等級区分ごとの修得する技能概要（技能実習1号）



３-3.等級区分ごとの修得する技能概要（技能実習2号）



３-3.等級区分ごとの修得する技能概要（技能実習2号）



３-4.等級区分ごとの修得する技能概要（技能実習3号）



３-4.等級区分ごとの修得する技能概要（技能実習3号）



【参考資料②】

技能実習評価試験概要

技能実習制度：化粧品製造職種



1-1.試験概要（学科）

学科試験の概要



1-2.試験概要（実技）

実技試験の概要



1-2.試験概要（実技）

実技試験の概要



試験課題：初級レベル学科（○×解答）
制限時間：60分

■試験概要

①問題は全部で20問

②問題に書いてあることが正しければ「〇」、誤りの場合は「×」を解答用紙に記入

③試験問題と解答用紙は、試験が終了後回収

➃試験問題は、試験監督官が読み上げる

⑤分からないことがあった場合は、手を挙げて試験監督官に質問すること

2-1.評価試験問題例（初級：学科）



試験課題：専門級レベル学科（○×解答および適切な言葉選択）
制限時間：60分

■試験概要

①問題は全部で30問うち20問は「○×解答」、10問は「語群から適切な言葉を選択し解答」

②「○×解答」は、問題に書いてあることが正しければ「〇」、誤りの場合は「×」を解答用紙に記入

③「語群から適正な言葉を選択し解答」は、語群にある言葉から適正な言葉の記号を選択し解答用紙に記入

➃試験問題と解答用紙は、試験が終了後回収

⑤試験問題は、試験監督官が読み上げる

⑥分からないことがあった場合は、手を挙げて試験監督官に質問すること

2-2.評価試験問題例（専門級：学科）



試験課題：専門級レベル学科（○×解答および適切な言葉選択）
制限時間：100分

■試験概要

①問題は全部で50問うち30問は「○×解答」、20問は「語群から適切な言葉を選択し解答」

②「○×解答」は、問題に書いてあることが正しければ「〇」、誤りの場合は「×」を解答用紙に記入

③「語群から適正な言葉を選択し解答」は、語群にある言葉から適正な言葉の記号を選択し解答用紙に記入

➃試験問題と解答用紙は、試験が終了後回収

⑤試験問題は、試験監督官が読み上げる

⑥分からないことがあった場合は、手を挙げて試験監督官に質問すること

2-3.評価試験問題例（上級：学科）


